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１．これまでの検討経緯と

今回の審議事項・報告事項
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（１） これまでの検討経緯と今回の審議事項・報告事項

平成24年度 主要渋滞箇所の公表（382箇所） （第9～11回委員会）

平成25年度 「対策方針」について公表 （第12回委員会）
（382箇所について、今後の渋滞対策の進め方の方向性を提示）

平成26～29年度 渋滞対策の効果確認・進捗状況
最新の交通状況による分析

平成30年度 民間プローブからETC2.0への移行
主要渋滞箇所の見直し（2箇所解除）

令和元年度 主要渋滞箇所の見直し（2箇所解除）
新たな課題への対応方針

令和2年度 最新データ（ETC2.0）による交通状況分析
緊急事態宣言中における群馬県交通状況の分析

令和2年度

（今回）

主
な
検
討
経
緯

審
議
事
項

・
報
告
事
項

【報告事項１】 緊急事態宣言後における交通状況分析

（第13～17回委員会）

（第18回委員会）

【審議事項１】 コロナ禍における主要渋滞箇所の交通分析

（第19回委員会）

引き続き、PDCAサイクルの実践

地域と連携し、群馬県域の移動性向上を図る

（第20回委員会（前回））

【報告事項２】 具体的な箇所の紹介、今後の取り組み

3



２．緊急事態宣言後における

交通状況分析

【報告事項１】
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（１） 群馬県の新型コロナウィルスに係わる主な経緯

群馬県緊急事態宣言中

■群馬県感染者数（棒線）左軸 ■東京都感染者数（折れ線）右軸

出典 東京都：東京都HP 新型コロナウイルス対策サイト 群馬県：群馬県HP 新型コロナウイルス対策サイト

○昨年４／１６～５／１４ 群馬県緊急事態宣言中。
○その後、６月に群馬県警戒度１まで改善したが、１２／１９に群馬県警戒度４へ移行。

（人） （人）

4月 4/7：７都府県に緊急事態宣言
「人の接触最低７割極力８割削減」

4/16：「緊急事態宣言」全国に拡大。
13都道府県は「特定警戒」

・・・

10月 10/12：ヨーロッパで感染急拡大

5月 5/4：政府「緊急事態宣言」を5月31日まで延長
5/14：8道府県以外の緊急事態宣言解除
5/16：群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン」公表 （警
戒度3）
5/30：群馬県警戒度2に移行

11月 11/9：政府分科会が緊急提言
11/21：政府は「Go To トラベル/イート」の新規予約・発行の
一時停止検討を都道府県知事に要請
11/28：群馬県警戒度3に移行

6月 6/1：政府「首都圏・北海道以外の県を跨ぐ移動の自粛要請を解除」
6/13：群馬県警戒度1に移行
6/19：政府が県をまたぐ移動の自粛要請を解除

12月 12/8：防衛省、旭川市に看護師など10人の派遣
12/15：営業時間の短縮要請
12/19：群馬県警戒度4に移行 1/25まで自粛要請
12/28：全国一斉に「Go To トラベル」の運用停止
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（２） 群馬県内の直轄国道の交通量推移（前年比・緊急事態宣言後の状況）

○緊急事態宣言中 ：小型車が最大で約2割（4割）減少、大型車は約1割（1割）程度の減少。
○緊急事態宣言後 ：平日の交通量は、緊急事態宣言前まで、ほぼ回復。

休日も週ごとの変動は見られるものの、回復傾向にある。

4/16
宣言

5/14
解除

緊急事態宣言中

※2019年は5月1週目に平日が無いため、5月2週目の平日平均を採用
（2019年のGWは10連休だった関係から5月1週目に平日が無かった）
※高崎(君ヶ代橋)の8月3週~5週はデータ欠損のため集計対象外

出典 交通量：群馬県内の国道17号、国道18号、国道50号の日平均交通量
（トラフィックカウンター（道路に備えつけの自動計測装置）によるデータ）

3月1週の平均交通量（2019年）
全車 ：26,422台/日
大型車 ： 2,883台/日
小型車 ：23,538台/日

※各週の交通量を前年（2019年）の交通量と比較、緊急事態宣言後の状況 ※各週の交通量を前年（2019年の交通量と比較、緊急事態宣言後の状況

2020年 2020年

小型車は最大で
約2割減少

4/16
宣言

5/14
解除

GW

小型車は最大で約4割減少

3月1週の平均交通量（2019年）
全車 ：25,135台/日
大型車 ： 1,274台/日
小型車 ：23,860台/日

緊急事態宣言中

＜平日＞

※高崎(君ヶ代橋)の8月3週~5週はデータ欠損のため集計対象外

＜休日＞

※（）内は、休日

2019年10月12日（土）台風19号の影響等
による交通量減少に伴い

2020年は2019年比で100％を超える。

・土曜と比較して日曜の大型車小通は、半分程度。
・2019年の10月4週目は、日曜、祝日、土曜の3日間の平均値
・2020年の10月4週面は、日曜、土曜の2日間の平均値
・祝日の大型交通は、土曜に近い交通となっているため、
2020年の交通量は、2019年交通量比で100％を下回る。

2019年は3連休であり大型車交通量が少ない傾向、
2020年は連休でなく火曜日が祝日のため、大型車交通
量が増加する平日の交通量に近く2019年の交通量に
比べ100％を若干上回る。

・お盆期間中は、平日でも休日並みに大型車交通が少ない傾向
・８月３週目は、2020年、2019年とも、お盆期間はあるが、2020年は、8/13、
8/14の平日2日間に対し、2019年は､8/13～16の平日4日間が比較対象と
なっているため、2020年の交通量は2019年比で100％を超える数値となる。

※2019年、2020年ともに第3週は祝日が1日あるため4日間となる。
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昨年度平常時：2019年4～6月（平日）

緊急事態宣言中：2020年4月16日～5月14日（平日）

緊急事態宣言解除後：2020年6月～9月（平日）

20km/h以下 20〜40km/h未満 40km/h以上

（３） 群馬県内の直轄国道の平均旅行速度の変化（平日）

○緊急事態宣言後の平日の平均旅行速度帯は、昨年度と同水準に戻る。

＜速度ランク別の区間数構成比（平日）＞

＜昼間12時間平均旅行速度状況＞

【緊急事態宣言中：2020年4月16日～5月14日（平日）】 【緊急事態宣言後：2020年6月1日～9月30日（平日）】

： 20㎞/h以下
：20～40㎞/h未満
： 40㎞/h以上

： 20㎞/h以下
：20～40㎞/h未満
： 40㎞/h以上

出典：ETC2.0プローブデータ
（2019年4～6月（平日）、2020年4月16～5月14日（平日）、
2020年6月～9月（平日））
国土地理院「地理院地図」

： 20㎞/h以下
：20～40㎞/h未満
： 40㎞/h以上

【昨年度平常時：2019年4月～6月（平日）】
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（３） 群馬県内の直轄国道の平均旅行速度の変化（休日）

【緊急事態宣言中：2020年4月16日~5月14日（休日）】 【緊急事態宣言後：2020年6月1日～9月30日（休日）】

： 20㎞/h以下
：20～40㎞/h未満
： 40㎞/h以上

： 20㎞/h以下
：20～40㎞/h未満
： 40㎞/h以上

＜昼間12時間平均旅行速度状況＞

＜速度ランク別の区間数構成比（休日）＞

○緊急事態宣言後の休日の平均旅行速度帯も、昨年度と同水準に戻る。
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昨年度平常時：2019年4～6月（休日）

緊急事態宣言中：2020年4月16日～5月14日（休日）

緊急事態宣言解除後：2020年6月～9月（休日）

20km/h以下 20〜40km/h未満 40km/h以上

【昨年度平常時：2019年4月～6月（休日）】
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： 20㎞/h以下
：20～40㎞/h未満
： 40㎞/h以上

出典：ETC2.0プローブデータ
（2019年4～6月（休日）、2020年4月16～5月14日（休日）、
2020年6月～9月（休日））
国土地理院「地理院地図」



〇緊急事態宣言中は、改善したものの、宣言後は、もとの状況にまで増加（指標1～3、指標すべてに該当）。
○渋滞緩和箇所は緊急事態宣言中の31箇所から22箇所へ減少。

（４） 緊急事態宣言前後における主要渋滞箇所への影響（指標別）

主要渋滞箇所選定指標
モニタリング結果
（H31.1～R1.12）

増
減

緊急事態宣言中
（R2.4.16～5.14）

増
減

緊急事態宣言後
（R2.6.1～9.30）

指標１
平日昼間12時間平均旅行速度が20㎞/以下 220 205 220

指標２
平日ピーク時平均旅行速度が20㎞/h以下 304 289 316

指標3
休日ピーク時平均旅行速度が20㎞/h以下 360 343 348

渋滞残存 指標全てに該当 220 205 220

指標一つでも該当 141 140 134

渋滞緩和 該当なし 15 31 22

合計 376 ― 376 376

＜主要渋滞箇所選定指標該当状況＞

※休日ピーク時平均速度：休日５％タイル速度
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３.コロナ禍における主要渋滞箇所の
交通分析

【審議事項１】
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（１）前回委員会での審議結果から交通状況を分析

○前回委員会で、コロナ禍においても渋滞が解消されなかった箇所について分析を行い、交通状況
等を検討した上で、3指標によるデータだけでなく、交差点状況等を踏まえた分析を実施するよう了
解を頂いたところ。

〇今回の委員会では、データの取得が多い直轄管理の主要渋滞箇所に着目し、交差点毎に指標の
該当状況及び速度変化を把握し、交通状況の分析を実施。

緊急事態宣言中における交通量減少下での交通実態を確認
○群馬県内直轄国道の平・休日別交通量（大型車/小型車）、速度変化の把握
○主要渋滞箇所における3指標への該当状況の確認

直轄管理の主要渋滞箇所に着目し交通状況を分析
○緊急事態宣言中の３つの指標による渋滞残存箇所、渋滞緩和箇所を確認
〇サンプル数が少ない指標３（休日5％タイル速度）の検証を実施
○検証結果により、指標１，２による渋滞残存箇所を対象に交通状況を分析

■前回委員会での審議結果

■今回の委員会での検討分析事項
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（２） 緊急事態宣言中における主要渋滞箇所への影響

主要渋滞箇所選定指標
モニタリング結果
（H31.1～R1.12）

増減
緊急事態宣言中
（R2.4.16～5.14）

指標１
平日昼間12時間
平均旅行速度が20㎞/以下

6 3

指標２
平日ピーク時
平均旅行速度が20㎞/h以下

21 9

指標3
休日5％タイル速度が20㎞/h以下

46 32

渋滞残存 指標全てに該当 6 3

指標一つでも該当 44 29

渋滞緩和 該当なし 24 42

合計 74 ― 74

＜主要渋滞箇所（直轄管理関連）＞

32箇所は

依然として
渋滞残存

群馬県内の主要渋滞箇所
（376箇所）

緊急事態宣言中
（R2.4.16～5.14）

【直轄方向の選定
要件該当状況】

渋滞緩和
42箇所

直轄管理区間を含む
主要渋滞箇所（74箇所）

渋滞残存
32箇所

○直轄管理の主要渋滞箇所（74箇所）を対象に分析。
○主道路のモニタリングの結果、緊急事態宣言中における渋滞緩和箇所は42箇所となったが、32箇
所は依然として渋滞が残存。
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国道番号 箇所名 指標１ 指標２ 指標３ 指標１ 指標２ 指標３

国道17号 荒牧町交差点 ● ● ● ● ● ●

表町一丁目交差点 ● ● ●

住吉町一丁目交差点 ● ● ●

住吉町交番前交差点 ● ●

元総社町南交差点 ● ●

上並榎町北交差点 ● ● ●

並榎町交差点 ● ●

自衛隊前交差点 ● ● ● ●

吾妻新橋南交差点 ● ● ● ● ●

東町交差点(渋川市) ● ● ●

中村交差点 ● ●

今井町交差点 ● ● ● ● ● ●

田口町南交差点 ● ● ● ● ● ●

前橋ＩＣ東交差点 ● ●

下之城町交差点 ● ●

新柳瀬橋北交差点 ● ●

大国神社東交差点 ●

道の駅「おおた」交差点 ● ● ●

伊熊交差点 ● ●

国道18号 少林山入口交差点 ● ●

上豊岡町交差点 ●

君が代橋西交差点 ● ●

板鼻下町交差点 ● ●

安中駅入口交差点 ● ● ● ● ●

下野尻交差点 ● ●

城下交差点 ● ●

原市交差点 ● ●

国道50号 本町二丁目交差点（五差路） ● ● ● ●

中川小学校前交差点 ● ● ●

鹿交差点 ●

野中町交差点 ● ●

曲沢町交差点 ● ● ● ● ●

主要渋滞箇所
指標の該当状況

R2モニタリング 緊急事態宣言中

国道番号 箇所名 指標１ 指標２ 指標３ 指標１ 指標２ 指標３

国道17号 群大病院東交差点

千代田町三丁目交差点 ● ●

本町一丁目交差点 ● ●

石倉三丁目交差点

元総社町東交差点 ●

下小鳥町交差点

緑町交差点

上並榎町交差点 ●

問屋町入口交差点

(仮称)上並榎町南交差点 ● ●

和田橋交差点

聖石橋交差点 ● ●

城南交差点

城南大橋交差点

宮原町交差点 ●

金属工業団地交差点

笛木町交差点 ●

(仮称)自衛隊前東交差点 ● ●

下郷交差点 ●

中村三差路交差点 ●

石原交差点

上佐野西交差点

倉賀野町交差点 ●

流通団地前交差点 ●

新田西部工業団地入口交差点

岩本町交差点 ●

国道18号 君が代橋東交差点

安中市役所入口交差点 ●

高別当交差点 ●

岩井交差点

国道50号 朝日町西交差点

本町三丁目交差点 ●

笠懸小学校交差点

岩宿交差点

小島田町交差点

東大室町西交差点

東大室町交差点

西久保町一丁目交差点 ●

西久保(東)交差点 ●

間野谷町(西)交差点 ●

原宿南交差点

東部工業団地交差点

指標の該当状況

R2モニタリング 緊急事態宣言中
主要渋滞箇所

（２） 緊急事態宣言中における主要渋滞箇所への影響
＜主要渋滞箇所の指標該当状況（渋滞残存）：32箇所＞ ＜主要渋滞箇所の指標該当状況（渋滞緩和）：42箇所＞

出典：ETC2.0プローブデータ
※R2モニタリング：H31.1～R1.12

※緊急事態宣言中：R2.4.16～5.14

【選定要件】

・選定要件①︓平⽇昼間12時間平均速度20km/h以下
・選定要件②︓平⽇ピーク時平均速度20km/h以下
・選定要件③︓休⽇5％タイル速度20km/h以下
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（２） 緊急事態宣言中における主要渋滞箇所への影響

上信越自動車道

北関東自動車道

高崎JCT

藤岡JCT

前橋IC

渋川伊香保IC

赤城IC

波志江スマートIC

太田桐生IC

吉井IC

太田藪塚IC

富岡IC

E17

E18

E50

＜直轄管理関連の主要渋滞箇所選定指標該当状況図（渋滞緩和状況）：直轄方向のみ＞

○高崎・前橋の中心部、伊勢崎・桐生等では渋滞緩和箇所が多く、国道17号（渋川～前橋付近）、国道18号で渋
滞残存箇所が多い傾向。

14

：渋滞判定箇所(32箇所)
：選定要件に該当しない所(42箇所)



■時間帯別平均速度分布（鯉沢交差点）
こいざわ

（３） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～休日5％タイル速度の検証～

○R2モニタリング時（休日121日間1,449サンプル）と緊急事態宣言中（休日12日間143サンプル）の時
間帯別平均速度の分布を整理し比較検証した。

○平均速度は、R2モニタリング時と緊急事態宣言中とでは、同程度。
○一方、指標3である緊急事態宣言中の休日5％タイル目の速度では、R2モニタリング時の21.3㎞/h
に対し、緊急事態宣言中では、15.9㎞/hと大きく違っている結果となった。
⇒指標3はサンプル数の影響もあるため、指標1、2に該当している箇所の分析を実施
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時間帯別平均速度分布（㎞/h）【緊急事態宣言中】
0

10

20

30

40

50

60

時間帯別平均速度分布（㎞/h）【R2モニタリング】

5％タイル目：15.9㎞/h

平均速度：32.8㎞/h

5％タイル目：21.3㎞/h

平均速度：32.4㎞/h

サンプル数：1,449

サンプル数：143

7ｻﾝﾌﾟﾙ

72ｻﾝﾌﾟﾙ

最大値・最小値側は、速度
分布の中で、平均値から大
きく離れた数値が含まれる

最大値・最小値側は、速度
分布の中で、平均値から大
きく離れた数値が含まれる
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（４） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～指標1・2に該当している箇所～

○緊急事態宣言中においても、依然として指標1又は指標2が該当している箇所は９箇所である。
○特にピーク時間（指標2に該当）において、渋滞が残存。
○緊急事態宣言中においても渋滞が残存している９箇所について、交通状況を分析。

■速度変化状況

※速度：ETC2.0プローブデータ（R2モニタリング：H31.1～R1.12、緊急事態宣言中：R2.4.16～5.14）

番号 箇所名
流入
方向

路線名

指標1の速度
速度
差分

指標2の速度
速度
差分

交通状況の分析（速度変化）R2モニタ
リング

緊急事態
宣言中

R2モニタ
リング

緊急事態
宣言中

4 荒牧町交差点 2 国道１７号 19.0 19.0 0.0 17.7 16.4 -1.3 
指標1：変化無し
指標2：若干低下

21 本町二丁目交差点（五差路） 1 国道５０号 20.9 22.2 1.3 17.6 17.2 -0.4 
指標1：若干向上
指標2：ほとんど変化なし

87 上並榎町北交差点 2 国道１７号 23.7 23.0 -0.7 21.1 19.5 -1.6 
指標1：ほとんど変化なし
指標2：速度が低下し、指標に該当

169 自衛隊前交差点 2 国道１７号 20.6 22.1 1.5 18.8 19.7 0.9 
指標1：若干向上
指標2：ほとんど変化なし

244 吾妻新橋南交差点 2 国道１７号 19.5 23.5 4.0 15.0 17.7 2.7 
指標1：速度が向上し､指標非該当
指標2：速度が向上したが、指標に

は該当

261 今井町交差点 3 国道５０号 14.4 17.5 3.1 12.7 15.3 2.6 

指標1：速度が向上したが、指標に
は該当

指標2：速度は向上したが、指標に
は該当

264 田口町南交差点 3 国道１７号 18.2 19.9 1.7 16.9 11.3 -5.6 
指標1：速度が向上したが、指標に

は該当
指標2：速度が大きく低下

304 曲沢町交差点 1 国道50号 19.3 20.5 1.2 16.9 18.7 1.8 
指標1：速度が向上し、指標に非該当
指標2：速度が向上したが、指標に

は該当

329 安中駅入口交差点 2 国道１８号 19.3 20.7 1.4 17.3 17.7 0.4 
指標1：速度が向上し、指標に非該当
指標2：ほとんど変化なし
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○荒牧町交差点の速度変化は小さく、流入２が選定要件に該当。
○指標１、指標２ともに指標に該当しており、緊急事態宣言中においても、この傾向に変化は見られ
なかった。

（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～国道17号 荒牧町交差点～

19.0 19.0 
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R2モニタリング 緊急事態宣言中
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指標１の速度 指標2の速度

＜主要渋滞箇所の位置関係＞

＜時間帯別旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

荒牧町交差点

＜広域図＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

25
4

群馬県前橋市
荒牧町交差点
（国道17号）

：主要渋滞箇所

流入２

：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に該当）
：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に非該当）
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R2モニタリング時速度 緊急事態宣言中速度
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変化がみられない
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R2モニタリング時速度 緊急事態宣言中速度

速度：20km/h

○本町二丁目交差点（五差路）は、速度変化は小さく、流入１が選定要件に該当。
○緊急事態宣言中においても速度変化は小さく、渋滞解消には至っていない。

（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～国道50号 本町二丁目交差点（五差路）～

20.9 
22.2 

17.6 17.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

R2モニタリング 緊急事態宣言中
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＜主要渋滞箇所の位置関係＞

本町二丁目交差点（五差路）

＜広域図＞

＜時間帯別旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12、緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12、緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

25
4

群馬県前橋市
本町二丁目交差点（五差路）

（国道50号）

：主要渋滞箇所

流入１

：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に該当）
：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に非該当）
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ピーク時に指標に該当
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（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～国道17号 上並榎町北交差点～

○上並榎町北交差点は、速度変化は小さく、流入２が選定要件に該当。
○指標２において、速度が低下し２０㎞/h以下となり、選定要件に該当。
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R2モニタリング時速度 緊急事態宣言中速度

速度：20km/h

＜主要渋滞箇所の位置関係＞

＜広域図＞

＜時間帯別旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時：H31.1～R1.12、緊急事態宣言中：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12、緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14
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上並榎町北交差点

（国道17号）

：主要渋滞箇所
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○指標１で速度が若干向上しているものの、指標２でほとんど変化が見られない。
○流入２で指標２が選定要件に該当。

（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～国道17号 自衛隊前交差点～
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＜主要渋滞箇所の位置関係＞

自衛隊前交差点

＜広域図＞

＜時間帯別平均旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

：主要渋滞箇所

流入２

：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に該当）
：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に非該当）
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変化が見られない
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（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～国道17号 吾妻新橋南交差点～

○速度が向上し、指標１において、２０㎞/h以上となり非該当となった。
○一方、指標２でも速度が向上しているものの選定要件に該当。
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＜時間帯別旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

吾妻新橋南交差点

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14
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吾妻新橋南交差点

（国道17号）

：主要渋滞箇所

流入２

：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に該当）
：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に非該当）
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速度が向上している
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（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～①国道50号 今井町交差点～

○速度は向上しているものの、指標１、２とも２０㎞/h以下であり、渋滞解消には至っていない。
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R2モニタリング時速度 緊急事態宣言中速度

速度：20km/h
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＜主要渋滞箇所の位置関係＞

今井町交差点

＜広域図＞

＜時間帯別平均旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

25
4

群馬県前橋市
今井町交差点
（国道50号）

：主要渋滞箇所

流入３

：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に該当）
：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に非該当）

至 渋川市

至

高
崎
市

至 玉村町

至

伊
勢
崎
市

速度が向上している

22い ま い ま ち



（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～②国道50号 今井町交差点～
23

○国道50号から国道17号へアクセスする右折交通が集中するため、依然として右折車両が滞留（捌
け残り）し、速度低下が発生。

国道17号への右折交通
が集中し、右折車両の
捌け残り等も発生し渋
滞が発生

■平常時：（ピーク時：17～18時台）

■緊急事態宣言中：（ピーク時：17～18時台）

右折

直左

右折

直左

～20km/h未満 ～30km/h未満 ～40km/h未満 40km/h以上10km/h
※方向別速度分布：ETC2.0プローブデータより算定（10mピッチで標記）
※方向別交通割合：ETC2.0プローブデータより算定

直進交通の割合：28％

右折交通の割合：72％

＜方向別速度分布＞

直進交通の割合：27％

右折交通の割合：73％

交差点中心停止線左折分岐

＜方向別速度分布＞ 交差点中心停止線左折分岐

進行方向

進行方向

緊急事態宣言中においても依然と
して右折交通が多く、宣言前と同
様の渋滞要因で渋滞が発生

時差式信号で右折交通
を流しているが、右折
交通が集中する時間は
捌け残りが発生

＜現地状況：右折の捌け残り＞

※撮影日：2021年2月16日（火） 18時台

至
前
橋
市
街

至
前
橋
市
街

至
み
ど
り
市

至
み
ど
り
市

至 渋川市

至 渋川市

至 太田市

写真①:みどり市方面

①

い ま い ま ち



（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～①国道17号 田口町南交差点～

○緊急事態宣言中において、指標1、2ともに選定要件に該当しており、指標２では、速度が大きく
低下。

18.2 

19.9 

16.9 

11.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

R2モニタリング 緊急事態宣言中

速
度

（
k
m

/
h

）

指標１の速度 指標２の速度

＜主要渋滞箇所の位置関係＞

田口町南交差点

＜広域図＞

＜時間帯別旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

25
4

群馬県前橋市
田口町南交差点
（国道17号）

：主要渋滞箇所

流入３

：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に該当）
：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に非該当）

至 渋川市

至

吉
岡
町

至 高崎市

至

伊
勢
崎
市
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h

）

R2モニタリング時速度 緊急事態宣言中速度

速度：20km/h

ピーク時の速度が低下ピーク時の速度が大きく低下
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（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～②国道17号 田口町南交差点～

○田口町南交差点の流入3は国道17号の側道部であり、右折2車線運用ではあるが右折車線に車
両が集中する等、当該区間において右折交通が低速になる傾向。

○また、側道部では、速度データのサンプル数が少なく、特に指標２では、他の交差点の指標３のサ
ンプル数より少ないため、速度のばらつきが大きく、結果として、低い速度になった可能性がある。

■平常時：（ピーク時：18時台） ■緊急事態宣言中：（ピーク時：7時台）

右折

直進

左折

交差点中心停止線
進行方向

＜方向別速度分布＞

右折分岐

右折

直進

左折

交差点中心停止線
進行方向

＜方向別速度分布＞

右折分岐

モニタリング対象区間 モニタリング対象区間

直進交通の割合：28％

右折交通の割合：71％

左折交通の割合：1％

直進交通の割合：25％

右折交通の割合：74％

左折交通の割合：1％

※撮影日：2021年2月16日（火） 8時台

至
吉
岡
町

至 高崎市

至 渋川市

至
吉
岡
町

至 高崎市

至 渋川市

～20km/h未満 ～30km/h未満 ～40km/h未満 40km/h以上10km/h

※方向別速度分布：ETC2.0プローブデータより算定
（10mピッチで標記）

※方向別交通割合：ETC2.0プローブデータより算定

流入２

流入３

流入２

流入３

＜速度データのサンプル数＞ 至 吉岡町

流入方向 指標
R2モニタ
リング時

緊急事態宣
言中

流入３
指標１ 6,883 797

指標２ 820 67

流入２
（参考）

指標１ 38,854 8,566

指標２ 3,210 425

右折交通が集中し滞留は
発生するが、渋滞（捌け
残り等）は発生しない

流入３（指標２）に
おける緊急事態宣言
中のサンプル数も少
なく、速度のばらつ
きが大きくなってい
る可能性がある

25た ぐ ち ま ち



（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～国道50号 曲沢町交差点～

19.3 
20.5 

16.9 
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25.0

R2モニタリング 緊急事態宣言中

速
度

（
k
m

/
h

）

指標１の速度 指標２の速度

＜主要渋滞箇所の位置関係＞

曲沢町交差点

＜広域図＞

＜時間帯別旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12
緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

25
4

群馬県伊勢崎市
曲沢町交差点
（国道50号）

：主要渋滞箇所

流入１

流入１

：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に該当）
：主要渋滞箇所（緊急事態宣言中に選定要件に非該当）

至 桐生市

至

前
橋
市

至 埼玉県

至

み
ど
り
市
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7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台

交
通

量
（

台
）

R2モニタリング時速度 緊急事態宣言中速度

速度：20㎞/h

変化がみられない

○速度が向上し、指標１において、２０㎞/h以上となり非該当となった。
○一方、指標２でも速度が向上しているものの選定要件に該当。
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（５） 渋滞が解消されていない箇所の交通分析 ～国道17号 安中駅入口交差点～

○指標１において速度が向上し、選定要件をクリア。
○指標２においては、ほとんど変化が見られず、渋滞解消には至っていない。

19.3 
20.7 

17.3 17.7 

0.0
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15.0

20.0

25.0

R2モニタリング 緊急事態宣言中

速
度

（
k
m

/
h

）

指標１の速度 指標２の速度

＜主要渋滞箇所の位置関係＞

安中駅入口交差点

＜広域図＞

＜時間帯別旅行速度＞

＜指標の該当状況＞

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12、緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

※旅行速度：ETC2.0プローブデータ
R2モニタリング時 ：H31.1～R1.12、緊急事態宣言中 ：R2.4.16～5.14

25
4

群馬県安中市
安中駅入口交差点

（国道18号）

：主要渋滞箇所

流入１

至 高崎市

至

長
野
県

至 富岡市

至

高
崎
市
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R2モニタリング時速度 緊急事態宣言中速度

速度：20km/h

変化がみられない
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【報告事項２】

４．具体的な箇所の紹介

今後の取り組み

28



①国道１７号 中村交差点 概要
○国道17号中村交差点は、関越道渋川伊香保ICに近接し、物流や観光を担う関東と北陸を結ぶ重要な交差点
○周辺には、大規模な工場が複数立地し、大型車交通が多い。（群馬県平均1,492台/日※1に対し5,330台/日※1） ※1：H27道路交通センサス

至 前橋至 東京

至 新潟至 草津 至 沼田

4,230台/日

8,950台/日

白井上宿

吾妻新橋南

下郷

入沢

金井IC

上信越自動車道

渋川市

至 新潟

至 東京

至 東京

至 長野

至 長野

至 新潟

群馬県

栃木県

茨城県

埼玉県

長野県

福島県

新潟県

：高速道路

：一般国道

：一般県道

：センサス未調査路線

至 沼田至 草津

渋川伊香保IC

渋川市役所
◎

5,330台/日

7,206台/日

中村

石原

藤ノ木東

：渋川西バイパス(供用中)

：渋川西バイパス(供用前)

：金井バイパス

：大規模な工場

1,518台/日

24時間平日大型車交通量

（主
）高
崎
渋
川
線

29



・過年度より、速度低下区間が拡がってきている。（H24GW/H30GW比較）
・R2GWでは、コロナによる影響で、一端、大きく改善したものの、R2SWでは、過年度と同じ速度低下が発生し、混雑が戻りつつある。

【凡例】

20 km/h 以下

30 km/h 以下

40 km/h 以下

40 km/h 超

出典：ETC2.0プローブデータ
H24GW：
H24.4/28～5/6

Ｈ30ＧＷ：
H30.4/28～5/6

Ｈ30SＷ：
H30.9/22～24

Ｒ2ＧＷ：
R2.4/25～5/6

Ｒ2SＷ：
R2.9/19～22

（半
田
交
差
点
を
立
体
で
通
過
し
て
い
る
）

凡例

事業中 ：

車線状況：
2 4

主要渋滞箇所：

事故ゼロプラン
対策箇所：

渋川伊香保IC

至

前
橋至 東京

至 新潟至 沼田

中
村

渋
川
イ
ン
タ
ー
南

半
田

渋川市

向
畑

前橋渋川バイパス

至

草
津

渋川西バイパス

至

前
橋

沼
辺

半
田
北

石
原

藤
ノ
木
東

入
沢

あ
じ
さ
い
公
園
入
口

バイパス区間 1.9ｋｍ 市道区間 1.0ｋｍ 県道区間 1.2ｋｍ 現道拡幅区間 0.9ｋｍ

下
り

7時台

18時台

12時台

9時台

15時台

Ｒ
２
Ｓ
Ｗ

下
り

7時台

18時台

12時台

9時台

15時台

Ｒ
２
Ｇ
Ｗ

下
り

7時台

18時台

12時台

9時台

15時台

Ｈ
30
Ｓ
Ｗ

下
り

7時台

18時台

12時台

9時台

15時台

Ｈ
30
Ｇ
Ｗ

下
り

7時台

18時台

12時台

9時台

15時台

Ｈ
24
Ｇ
Ｗ

①国道１７号中村交差点（緊急事態宣言前後の交通状況） 30



至 東京

中村交差点

撮 影 日 ︓令和２年11月22日（日）
空撮時間︓10時30分頃〜 11時30分頃
渋 滞 ⻑ ︓中村交差点から約2.6km（関越⾃動⾞道本線）

中村交差点までの所要時間約30分
︓中村交差点から約0.7km（国道17号）
※中村交差点からランプノーズまで約0.4㎞
※渋滞⻑はUAVによる確認（11時30分頃）
※11/21（⼟）〜23（月）の３連休中で⼀番ピークの渋滞⻑

至 高崎

至 沼田

至 高崎

至 沼田

中村交差点 至 東京

①ＵＡＶによる11月連休の交通状況の確認（国道17号中村交差点～関越自動車道本線）
31

中村交差点
至 沼田

約
2
.6

k
m

所
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時
間

約
３
０
分

滝沢川

至 新潟

至東京

上信道方面

約
0
.4

k
m

ラ
ン
プ
ノ
ー
ズ
ま
で

約
0
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k
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【参考】 国道１７号 中村交差点 ビデオカメラ自動計測（案）

＋交通計測
システム

高崎河川国道事務所

通信

○国道17号中村交差点周辺における渋滞発生箇所を中心にビデオカメラを設置し、継続的な観測を実施予定。
○映像は通信回線を用いて事務所に伝送、AI解析により交通量を自動計測。

渋川

高崎

交差点の各流入部をビデオカ
メラで撮影、その動画を通信
回線を用いて事務所に伝送

事務所に伝送された動画データ
をAIを活用した解析により交通
量を自動計測

32



至 桐生

世
良
田
線

県
道
大
間
々

鹿交差点

止
ま
れ

止
ま
れ

国道50号本線 車線減少国道50号分岐部

0%

50%

100%

-0.30~-0.35G

-0.35~-0.40G

-0.40~-0.45G

-0.45~-0.50G

0%

50%

100%
50km/h以上

40～50km/h

30～40km/h

20～30km/h

10～20km/h

0～10km/h

②国道５０号鹿交差点（ピンポイント対策効果）

○急な車線変更や合流車両による急ブレーキ、車線減少による速度低下が発生。
○対策後は強い急挙動（-0.4G以上）の割合は減少。速度低下箇所では速度向上を確認。

※ETC2.0プローブデータ
2019年10月1日～31日（平日） 7時～18時台、2020年10月1日～31日（平日）7時～18時台
10m間隔の地点速度、前後加速度の構成比を集計

対策区間

国道５０号

R１対策前

＜対策前後の状況＞
対策区間

車線減少による
速度低下

急な車線変更による
急ブレーキが発生

至
前
橋

至
桐
生

0%

50%

100%

0%

50%

100%

完成前
速度

完成後
速度

完成前

挙動発
生状況

完成後

挙動発
生状況

低速度の構成比が減少。
速度向上を確認

合流車両に起因した
急ブレーキが発生

0.4G以上の強い急挙動が減少
急挙動は発生しているものの、
危険な挙動の発生割合は減少

国道50号本線 車線減少
→合流レーンの延伸

国道50号分岐部
→右折レーンの延伸

データ
なし

＜位置図＞

2
5
4

国道５０号

前橋笠懸道路

【対策前①】鹿交差点（７時台）

至 前橋市

至 前橋市

【対策後②】鹿交差点（７時台）

① ②

33

：主要渋滞箇所

群馬県みどり市
鹿交差点
（国道50号）

し か



0%

20%

40%

60%

80%

100%

-0.50G以下

-0.45~-0.50G

-0.40~-0.45G

-0.35~-0.40G

-0.30~-0.35G

0%

20%

40%

60%

80%

100%

40～50km/h

30～40km/h

20～30km/h

10～20km/h

0～10km/h

至 前橋

至 本庄至前橋 国道17号

笛木町交差点

34②国道17号笛木町交差点（ピンポイント対策予定箇所） 34

○前橋方面から藤岡方面に向かう上り車線で右折車線長不足に伴う渋滞が発生。中央ゼブラ帯の
一部を右折レーンに転用し、右折待ち車両による直進阻害の解消を図る。

※ETC2.0プローブデータ
2019年10月1日～31日（平日） 7時～18時台、2020年10月1日～31日（平日）7時～18時台
10m間隔の地点速度、前後加速度の構成比を集計

＜写真＞

右折レーンの手前から
速度低下が発生

0.4G以上の強い急挙動が発生

【①】笛木町交差点（17時台）

至 前橋市

至 埼玉県

前橋方面からの右折車両の滞留

至 藤岡市

＜位置図＞

2
5
4

≪広域図≫

主要渋滞箇所
凡 例

至 前橋市

至 埼玉県

笛木町交差点

１７

①

国道17号

群馬県前橋市
笛木町交差点
（国道17号）

：主要渋滞箇所

ふ え き ち ょ う

至 藤岡

①



③県道あら町下室田線（高浜交差点）

○信号交差点が連坦しており、先交差点（鳥居沢交差点）の先詰まりによる渋滞が発生。
〇また、あら町下室田線の交通量が多いため、青時間比を多く与える必要があり、箕郷板鼻線の青
時間比を十分に取れないため、捌け残り等が発生。

＜位置図＞
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R2モニタリング時速度：18.7㎞/h (休日）

R2モニタリング時速度：1７.２㎞/h (休日）

※R2モニタリング時速度：ETC2.0プローブデータ H31．1~R1.12

信号交差点（鳥居沢交差点
）が連坦しており、先詰まり
により速度低下が発生

鳥居沢交差点

高浜交差点

あら町下室田線の交通量
が多いため、青時間比を多
く与える必要があり、箕郷
板鼻線の青時間比を十分
に取れないことから、捌け
残り等が発生

25
4

群馬県高崎市
高浜交差点

あら町下室田線

：主要渋滞箇所
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4925
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あら町下室田線 箕郷板鼻線

交
通

量
（

台
/
日

）

＜交通量（台/日＞

進行方向

＜上り勾配＞

交差点に向かい上
り勾配となっており、
速度低下を助長

＜至 前橋市＞

＜至 吾妻町＞ ＜至 榛東村＞

高浜交差点

し も む ろ だ

し も む ろ だ み さ と い た は な

あがつままち とりいさわ しんとうむら



④国道３５３号線（北群馬橋交差点）

○H25年以降に交差点改良（右折レーン設置）が実施されたことにより国道353号の渋滞は緩和され
ているが、依然として、国道353号の交通量が多く、青時間比を多く与える必要があり、渋川下新田
線の青時間比を十分に取れないため、捌け残り等が発生。

＜位置図＞
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右折レーンを整備
し速度が改善

R2モニタリング時速度：9.7㎞/h (休日）

16,836

3,527
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国道353号 渋川下新田線
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＜交通量（台/日＞

※R2モニタリング時速度：ETC2.0プローブデータ H31．1~R1.12

＜至 中之条町＞

＜至 渋川市街地＞

＜至 金島駅＞

＜至 高山村＞

353

353

25
4

群馬県渋川市
北群馬橋交差点
（国道353号）

：主要渋滞箇所

国道353号の交通量が多いた

め、青時間比を多く与える必
要があり、渋川下神田線の青
時間比を十分に取れないこと
から、捌け残り等が発生

北群馬橋交差点

し も し ん で ん



高速道路

一般国道（直轄）

一般国道（上記以外）

上記以外の道路

道路種別

上信越自動車道

北関東自動車道
E50

⑤課題解決に向けた対応方針（案）

・国⼟交通省では、ETC2.0等のビックデータを活⽤したデータ分析により、道路交通マネジメントを高度化し、交通需要
マネジメント（ＴＤＭ）により、全国で主要渋滞箇所１００箇所の解消を目指すことを公表

◆モニタリング指標（従来通りの指標で実施）
①平日昼間12時間平均旅⾏速度が20km/h以下
②平日ピーク時平均旅⾏速度が20km/h以下
③休日5％タイル速度が20km/h以下

主要渋滞箇所
376箇所

緊急事態宣言時で
速度が改善
３１箇所

E17

E18

E50

緊急事態宣言中に指標の基準を上回る（速度が速い）箇所 31箇所

TDMの例
• 交通手段の変更

パークアンドライド・公共交通の利便性向上・
自転車利用環境整備等

• 交通需要の時間帯平準化
時差出勤・フレックスタイム等

• 交通分散を図る経路変更
ホームページ・デジタルサイネージ等による
交通情報提供等

• 自動車交通の発生量調整
在宅勤務・ロードプライシング等

• 自動車の効率的利用
相乗り・カーシェアリング・共同集配等

※TDM(Transportation Demand Management)
TDM（交通需要マネジメント）とは、自動車の効率的利用や公共交通への利用転換など、交通行動の変更を促して、
発生交通量の抑制や集中の平準化など、「交通需要の調整」を行うことにより、道路交通混雑を緩和していく取組み

■群馬県内での取り組み

・交通量減少により、速度改善が⾒込まれる主要渋滞
箇所を対象に、TDM実施を検討していく

■渋滞緩和箇所
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審議事項・報告事項のまとめ

今後の方針

緊急事態宣言中・後の
交通状況、主要渋滞箇
所のモニタリング

直轄管理の主要渋滞
箇所に着目し交通状
況を分析

○緊急事態宣言中においても以前として指標１又は２が該当してい
る主要渋滞箇所が９箇所。

○特にピーク時間（指標２に該当）において渋滞が残存。

○交通量は平日・休日ともに緊急事態宣言前と同水準に回復。
○速度は昨年度平常時に近い状況に戻る。
○選定要件に該当しない箇所は、31箇所から22箇所へ。

○緊急事態宣言中においても渋滞が解消されなかった箇所にお
いて、引き続きモニタリングを実施。

〇地方部における県道等についても最新のデータによる交通分析
を行い、モニタリングを実施。

〇緊急事態宣言中、３指標の基準を上回った渋滞緩和箇所につ
いて、TDM施策も含め検討を実施。

○今回の委員会では、直轄管理の主要渋滞箇所に着目し、「緊急事態宣言中において渋滞解消されなかった箇
所での交通状況の分析」を報告。

○次回以降の委員会では、「継続的に主要渋滞箇所のモニタリング」を実施するとともに、地方部における県道等
の交通分析やコロナ過による影響が継続する中、TDM施策も含めた検討等についての議論を予定。
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今後の予定
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今後の予定

令和３年夏頃

令和３年度内

第22回 群馬県域移動性（モビリティ）向上委員会

①緊急事態宣言中においても渋滞が解消されなかった
箇所における交通状況分析

②地方部における渋滞箇所の交通状況分析
③コロナ禍による影響が継続する中、TDM施策も含めた
対策等について議論

第23回 群馬県域移動性（モビリティ）向上委員会
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